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み
え
労
連
は
９
月
10
日
（
日
）
三
重
県
教
育
文
化
会
館
で
第

29
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
１
年
間
の
総
括
と
次
年
度
の
活
動

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
16
組
織
・
42
名
の
代
議
員

（
定
数
45
名
）
を
は
じ
め
70
名
余
が
参
加
し
、
質
疑
討
論
の
あ

と
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は

全
労
連
よ
り
常
任
幹
事
の
布
施
恵
輔
さ
ん
（
国
際
局
長
）
が
出

席
し
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来賓挨拶

全労連常任幹事

布施さん

み
え
労
連
第
29
回
定
期
大
会
を
開
催

８地域全てに地域労連で、

1万人みえ労連を

発言する村瀬さん

（自治労連）

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
の

村
瀬
博
参
考
人
発
言
よ
り

桑
名
市
は
厚
生
労
働
省
か
ら
来

た
前
副
市
長
が
、
国
の
方
針
に
沿
っ

て
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
を
組
み
立

て
た
と
い
う
非
常
に
「
先
進
的
」

な
市
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
２

年
間
で
そ
の
実
態
が
ど
ん
な
も
の

か
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
桑
名
市

は
介
護
保
険
を
「
卒
業
」
し
て
地

域
活
動
（
サ
ロ
ン
等
）
に
「
デ
ビ
ュ
ー
」

す
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
に
し
て

き
た
。
こ
の
２
年
間
で
１
４
２
名

が
「
卒
業
」
し
た
こ
と
を
成
果
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
人
た
ち
が
今

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
私
が
調
べ

た
と
こ
ろ
そ
の
う
ち
自
費
10
割
で

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
受
け
て
い
る
人

が
10
％
も
い
る
。
介
護
保
険
料
を

払
い
な
が
ら
自
費
で
し
か
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
ま
た
「
卒
業
」

し
た
も
の
の
重
度
化
し
て
、
再
び

介
護
保
険
に
戻
っ
て
き
た
人
が
20

％
い
る
。
死
亡
し
た
人
は
10
％
い

る
。
元
気
な
人
を
「
卒
業
」
さ
せ

た
は
ず
な
の
に
10
％
が
死
亡
と
い

う
の
は
多
す
ぎ
る
。
一
方
、
「
自

宅
で
生
活
」
し
て
い
る
人
が
40
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
多
く

は
総
合
事
業
（
サ
ロ
ン
な
ど
住
民

主
体
の
サ
ー
ビ
ス
）
を
受
け
て
い

な
い
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
は
、
受
け
た
く
て
も

「
行
く
手
段
が
な
い
」
と
半

数
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
答
え
て

い
る
。
卒
業
し
て
元
気
に
な
っ

た
は
ず
な
の
に
行
く
手
段
が

な
い
、
こ
れ
は
介
護
が
必
要

と
言
う
こ
と
の
証
明
で
は
な

い
か
。
無
理
や
り
卒
業
さ
せ

た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
矛
盾

が
起
き
て
い
る
。
こ
れ
が

「
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
態
だ
。

（
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
し

て
編
集
部
で
要
約
し
ま
し
た
）

大
会
は
臼
井
議
長
の
「
今
年
も

微
増
な
が
ら
増
員
で
大
会
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
挨
拶
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
方
針
の
提

案
で
は
新
家
副
議
長
か
ら
全
労
連

の
「
３
つ
の
基
調
」
で
運
動
を
進

め
る
と
し
、
①
一
万
人
み
え
労
連

実
現
の
た
め
「
10
人
に
１
人
の
組

織
建
設
委
員
」
を
お
く

②
賃
金

底
上
げ
を
は
じ
め
、
暮
ら
し
と
雇

用
を
守
る
運
動
を
共
同
し
て
す
す

め
る

③
戦
争
法
を
廃
止
し
、
安

倍
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む

な

ど
の
方
針
が
具
体
的
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
規
約
改
正
と
財

政
報
告
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
芳
野
副
議
長
が
み
え
平

和
と
労
働
会
館
取
得
の
経
過
に
つ

い
て
報
告
し
、
「
１
９
９
０
年
、

ハートネットTV９月特集 シリーズ

医療・介護改革のゆくえ
２０１７年９月６日放送（９月１３日再放送）

この５月の介護保険法改正で、要介護度が改善し、

介護保険を「卒業」することができた高齢者の割合な

どに応じて、市町村に財政的措置で優遇するという仕

組みができた。しかしこうした措置は「自立の強制」

につながる心配がある。さらに現在進められている介

護報酬の見直しでは要介護度１、２の生活援助の切り

下げが検討され、介護保険の「軽度者外し」がますま

す進行している。

番組では全国に先駆けて桑名市がすすめようとした

「総合事業」が市民の反発を受けて見直さざるを得な

くなっている様子が紹介される。

三重短大講師（自治労連）の村瀬さんがインタビュー

で登場しました。

新家さん

芳野さん

安
倍
改
憲
阻
止
を
め
ざ
す

３
０
０
０
万
署
名
が
提
起
さ

れ
９
月
９
日
に
は
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
。
三
重
は
昨
年
の
野

党
共
闘
の
経
験
を
生
か
し
、

一
回
り
大
き
な
活
動
を
お
願

い
し
た
い
。
秋
の
臨
時
国
会

で
は
働
き
方
改
革
の
法
案
が

焦
点
と
な
る
。
絶
対
反
対
の

姿
勢
で
臨
む
。

新日本婦人の会

島川さん

民
家
を
仮
事
務
所
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
み
え
労
連
で
す
が
、
10

年
前
、
み
え
自
治
労
連
・
新
婦

人
三
重
県
本
部
な
ど
と
協
力
し

て
自
前
の
事
務
所
を
持
つ
た
め

に
努
力
し
、
本
年
２
月
、
借
入

金
を
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
は
分
担
金
を
活
用

し
て
県
内
民
主
運
動
の
発
展
な

ど
次
世
代
の
運
動
発
展
に
役
立

て
た
い
。
土
地
建
物
の
先
行
取

得
で
お
世
話
に
な
っ
た
小
山
三

郎
さ
ん
（
現
特
別
幹
事
）
に
感

謝
し
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
全
労
連
常
任
幹

事
の
布
施
さ
ん
は
組
織
拡
大
４

カ
年
計
画
の
達
成
に
向
け
て
三

重
県
に
は
大
き
な
期
待
を
し
て

い
る
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
「
市
民
連
合
み
え
」
の

高
山
進
さ
ん
（
三
重
大
学
名
誉

教
授
）
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
、
迫
っ
て
い
る
衆
議
院
選
挙

で
も
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
に

全
力
を
」
と
の
丁
寧
な
呼
び
か

け
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
大
会
の
特
徴
は
議
案
に
対

し
各
組
合
か
ら
積
極
的
な
発
言

が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
「
医
療
・

介
護
大
改
悪
は
安
倍
政
権
と
の

対
決
の
結
節
点
」
（
議
案
書
５

ペ
ー
ジ
）
で
す
が
、
自
治
労
連

の
村
瀬
さ
ん
の
発
言
が
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
村
瀬
さ
ん
は
２
０
１

７
年
５
月
２
３
日
、
参
議
院
厚
生

労
働
委
員
会
で
政
府
参
考
人
と
し

て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
（
別
項
参

照
）
。
み
え
労
連
は
２
０
１
５
年

に
県
内
の
介
護
事
業
所
１
９
８
４
ヶ

所
を
訪
問
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
（
回
収
５
０
.
３
％
）
す

る
な
ど
、
組
織
を
あ
げ
て
介
護
保

険
の
改
悪
に
反
対
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
と
り
く
み
が
、

い
ま
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
職
場
と
地
域
か
ら

平
和
運
動
に
取
り
組
ん
だ
経
験

や
、
労
働
相
談
を
通
じ
て
仲
間

を
増
や
し
た
経
験
、
教
育
・
保

育
・
医
療
現
場
で
の
取
り
組
み

な
ど
が
豊
か
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
各
代
議
員
の
発
言
は

２
面
に
載
せ
ま
し
た
）

最
後
に
大
会
は
提
案
さ
れ
た

議
案
を
す
べ
て
満
場
一
致
で
採

択
し
、
臼
井
議
長
の
音
頭
で

「
が
ん
ば
ろ
う
！
」
を
三
唱
し

て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

開会挨拶

みえ労連議長

臼井さん

大会参加の代議員のみなさん

日本科学者会議
前田さん 日本共産党

岡野さん
桑名市は国のモデルとなり、自立支援の名で

むりやり介護保険から切り離そうとした。全国

から見学があった。しかしみえ労連等（社保協・

地域労連・年金者組合・新婦人など地域の団体）

が介護総事業所訪問に取り組み、アンケートで

「反対」の声を集めた。また介護をよくする会

を作り、国会でも意見を述べた。ついに桑名市

はサービスを継続することになり大きく前進し

た。この桑名市の問題は

ＮＨＫのＥテレで放送さ

れた。

来賓挨拶

議案提案

疑惑隠し解散に抗議する！

市民と野党の共闘を実現し、

安倍政権ＮＯを！
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伊藤さん

（中勢地域労組）

こ
っ
こ
保
育
園
の
保
育

士
で
す
。
今
年
第
３
の
保

育
園
「
こ
と
り
保
育
園
」

を
開
園
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
組
合
員
も
増
え

ま
し
た
。
手
作
り
の
園
庭

も
作
り
ま
し
た
。
新
し
い

保
育
の
歴
史
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平山さん（医労連）

伊藤さん（自治労連）

水野さん（生協労連）
落合さん

（学童保育指導員組合）

藤井さん

（医労連）

朝
５
時
半
に
学
校
へ
来

て
夜
の
９
時
、
10
時
ま
で

学
校
に
い
る
。
こ
ん
な
状

況
が
続
い
て
い
た
ら
病
気

に
な
る
。
先
生
を
増
や
し

て
ほ
し
い
。
支
部
会
議
で

は
職
場
の
交
流
や
社
会
の

し
く
み
の
学
習
の
他
、
採

用
試
験
の
面
接
練
習
な
ど

も
し
て
、
臨
時
教
員
の
要

求
に
応
え
て
い
る
。

国
公
の
職
場
は
余
裕
が

な
い
。
ま
ず
は
定
員
増
が

課
題
。
８
月
は
キ
ャ
ン
プ

で
親
睦
深
め
た
。

全
厚
生
組
合
員
は
三
重

県
で
４
人
。
７
年
前
の
社

保
庁
解
体
で
首
切
ら
れ
た

26
名
が
全
国
で
た
た
か
っ

て
い
る
。
１
名
は
育
休
中

に
解
雇
さ
れ
た
。
署
名
・

ハ
ガ
キ
お
願
い
し
た
い
。

昨
年
、
み
え
労
連
の

支
援
を
受
け
て
学
童
保

育
所
３
８
０
ヶ
所
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

指
導
員
処
遇
改
善
事
業

を
「
知
ら
な
い
」
が
40

％
も
あ
り
驚
い
た
。
指

導
員
の
３
人
に
２
人
は

非
常
勤
、
社
保
な
し
が

５
割
、
賃
金
10
万
円
以

下
が
７
割
。
で
も
「
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」

「
や
や
感
じ
て
い
る
」

が
80
％
。
こ
の
献
身
に

応
え
な
く
て
は
と
思
う
。

去
年
10
月
30
日
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
地
域
医

療
の
強
制
的
な
削
減
は

し
な
い
と
県
は
言
っ
た

が
、
実
態
は
ど
ん
ど
ん

削
ら
れ
て
い
る
。
今
で

さ
え
救
急
車
の
た
ら
い

回
し
が
あ
る
の
に
、
急

性
期
病
床
が
半
分
に
な

れ
ば
救
急
で
救
え
る
命

も
救
え
な
く
な
る
。
医

療
機
関
で
働
く
医
師
・

看
護
師
も
切
り
捨
て
る

こ
と
に
な
る
。
医
師
の

過
労
死
も
起
き
て
い
る
。

社
会
保
障
改
悪
ス
ト
ッ

プ
は
待
っ
た
な
し
だ
。

コ
ー
プ
み
え
で
働

い
て
い
ま
す
。
生
協

で
は
非
正
規
労
働
者

の
比
率
が
高
い
。
コ
ー

プ
東
海
地
連
の
講
演

会
で
藤
田
孝
典
さ
ん

が
「
労
働
組
合
に
期

待
す
る
」
と
語
っ
た

の
が
印
象
的
。
労
働

環
境
改
善
の
活
動
進

め
た
い

田中さん（北勢労連）

「
保
育
士
ふ
や
し
て
」

署
名
に
ご
協
力
を
。
近

く
の
保
育
園
で
新
し
い

組
合
が
立
ち
上
が
っ
た
。

私
た
ち
の
組
合
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
伝
え
て
い
る
。

待
遇
が
悪
く
保
育
士
が

集
ま
ら
な
い
と
い
う
。

９
月
21
日
に
は
い
っ
し
ょ

に
鈴
鹿
市
当
局
と
交
渉

す
る
。
待
遇
改
善
、
そ

の
た
め
の
行
政
の
支
援

を
強
く
要
請
す
る
つ
も

り
。

楠井さん

（福保労ぐみの木分会）

労
働
相
談
が
年
間
２

８
０
件
。
昨
年
は
そ
の

中
か
ら
２
つ
の
裁
判
に

勝
利
し
た
が
、
み
え
労

連
の
支
援
が
少
な
い
の

は
残
念
。
日
東
電
工
で

は
男
女
差
別
賃
金
を
是

正
さ
せ
、
月
５
万
円
上

が
っ
た
人
も
。
組
合
作
っ

た
ら
し
っ
か
り
フ
ォ
ロ
ー

し
て
い
く
こ
と
。
女
性

の
地
位
向
上
は
重
要
。

み
え
労
連
女
性
部
の
活

発
化
を
。

み
え
医
療
福
祉
生
協

四
日
市
（
い
く
わ
診
療

所
）
で
働
い
て
い
る
。

平
和
行
進
に
と
り
く
み
、

長
崎
へ
今
年
は
３
名
派

遣
し
た
。
四
日
市
か
ら

鈴
鹿
ま
で
自
転
車
で
訴

え
る
「
ピ
ー
チ
ャ
リ
」
、

手
製
の
昼
食
で
５
０
０

円
の
カ
ン
パ
を
い
た
だ

く
と
り
く
み
な
ど
も
。

辺
野
古
の
す
わ
り
こ
み

に
参
加
し
て
、
安
倍
政

権
の
民
主
主
義
軽
視
を

実
感
し
た
。

聖
母
の
家
学
園
で
進
路

指
導
を
担
当
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
の
障
害
児
は
高

校
卒
業
す
る
と
就
労
す
る

が
、
聖
母
の
家
に
は
専
攻

科
が
あ
っ
て
、
青
年
期
の

教
育
を
保
障
し
て
い
る
。

あ
る
日
、
桑
名
の
人
か

ら
「
組
合
っ
て
何
？
」
と

訊
ね
ら
れ
た
。
私
は
「
①

つ
な
が
る
こ
と
、
②
変
わ

る
こ
と
、
③
支
え
合
う
こ

と
だ
よ
」
と
答
え
た
。
職

種
の
違
う
人
と
「
福
祉
麦

の
会
」
を
作
っ
た
。
年
２

回
30
人
ぐ
ら
い
が
集
ま
っ

て
飲
む
。
「
趣
味
以
外
で

人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
大

事
」
と
あ
る
先
輩
に
教
え

ら
れ
た
。
細
く
長
く
つ
な

が
っ
て
い
き
た
い
。

選ばれた新しい役員

議長 臼井照男（国公）

副議長 芳野 孝（北勢労連）

副議長 木村順子（医労連）

副議長 新家忠文（自治労連）

副議長 中川隆生（南勢労連）

事務局長 高岡秀基（青年連絡会）

幹事 辻井良和（年金者組合）

幹事 駒田良次（教育ネット）

幹事 遠藤一男（鈴亀労連）

幹事 城山明文（生協労連）

幹事 大塚偉介（化学一般）

幹事 伊藤寛修（桑員労連）

幹事 大藪 寛（建交労）

幹事 西岡 悟（自治労連）

幹事 神部康生（国公）

会計監査 一尾和洋（生協労連）

会計監査 加藤友明（年金者組合）

大原さん（教育ネット）

西崎さん（三重国公）＋全厚生争議団

月
１
回
の
幹
事
会

時
間
厳
守
で
参
加
者

同
士
の
交
流
重
視
。

他
業
種
の
取
り
組
み

知
る
機
会
。
22
名
も

組
合
員
増
や
し
た
職

場
の
例
や
北
勢
ユ
ニ

オ
ン
の
労
働
相
談
の

例
な
ど
、
学
ぶ
こ
と

多
い
。
地
域
労
連
の

パ
ワ
ー
を
伝
え
た
い
。

大崎さん

（桑員労連）核
兵
器
廃
絶
め
ざ
し
、

初
め
て
平
和
行
進
に
と
り

く
ん
だ
。
３
月
に
ス
タ
ー

ト
し
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
、

市
職
労
、
教
組
な
ど
地
域

の
労
組
に
呼
び
か
け
た
。

い
な
べ
市
役
所
～
東
員
町

役
場
ま
で
行
進
。
予
想
の

２
倍
70
人
が
参
加
し
た
。

私
た
ち
の
力
は
微
力
で
は

あ
っ
て
も
無
力
で
は
な
い
。

代議員の

発言より

待望の事務局長誕生

空白だった事務局長に高岡秀基さん（４３歳）

が就任しました。「事務局長は運動の要。２０

年先のみえ労連を見据えて活動したい」と語る

高岡さん。１０年間かけて借入金を完済し完全

取得となった「みえ平和と労働会館」とともに、

みえ労連の新しい希望です。

近藤さん

（北勢労連）

市
民
連
合
み
え
は
９
月
21
日
津
駅
前
で

「
安
倍
首
相
の
疑
惑
隠
し
解
散
に
抗
議
す
る

緊
急
街
宣
」
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
し

た
高
山
進
・
三
重
大
名
誉
教
授
は
森
友
、
加

計
学
園
問
題
を
挙
げ
、
疑
惑
隠
し
解
散
だ
と

批
判
。
「
市
民
の
声
で
野
党
共
闘
を
実
現
し
、

選
挙
に
勝
利
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
様
子
は
翌
日
の
各
紙
が
写
真
入
り
で

と
り
あ
げ
、
中
日
新
聞
は
「
野
党
共
闘
、
市

民
が
つ
な
ぐ

衆
院
解
散
に
ら
み

市
民
連

合
み
え
活
動
へ
」
と
報
じ
ま
し
た
。

野党共闘、市民がつなぐ

鬼頭さん（東紀州） 年
金
裁
判
を
闘
っ

て
い
る
。
引
き
つ
づ

き
カ
ン
パ
・
署
名
よ

ろ
し
く
。

編集後記 大会特集号のため「おすすめレシピ」を載せるスペースが取れませんでした。次号のお楽しみに。それにしても突然の解散・総選挙。疑惑隠し・政治の私物化こ

こに極まれり。こうなったからには市民と野党の共闘で安倍政権をぎゃふんと言わせましょう。参院選で実績のある三重が、全国をリードしよう。（吉田）


